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『
濁

逸

自

由

主

義
』

ー
カ
シ
ト
よ
り
マ
シ
に
至
る
政
治
理
念
の
展
開
1

一

一
般
に
自
由
主
義
と
い
う

政
治
理
念
を
考
察
す
る
場
合 、
そ
れ
が
資
本

主
義
経
済
睦
制
の
理
論
的
支
桂
で
あ
り 、
又
話
代
民
主
政
治
の
根
本
理
念
で
あ

る
と
い
う

事
は
こ
こ
に
賢一吉田
を
要
せ
ぬ
と
思
う 。

し
か
し
て 、
こ
の
意
味
で
の
自
由
主
義
は 、
A・
ス
ミ
ス 、
コ
ブ
デ
VJ

等
の

経
済
理
論
に
お
け
る
自
由
放
任
皐
設
と
共
に 、
J
・
ミ
ル 、
T
・

H
・
グ
リ
ー

ン
等
の
自
由
主
義
政
治
墜
設
を
内
包
す
る
英
圏
社
曾
思
想
史
に 、
そ
の
背
景
の

あ
る
事
も
亦一
般
通
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

部
ち 、
「
自
由」
を
そ
の
形
式
的
側
面
に
お
い
て 、
一
爆
の
概
念
規
定
を
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
も 、
そ
の
個
々
の
具
瞳
的
内
容
に
お
い
て
は 、
時
間
的

及
び
空
間
的
に
不
鑓
な
回
定
的
概
念
で
は
な
い 。
部
ち 、
そ
の
背
景
と
な
る
基

/', 

〈

三

八

五
）



紹
介
と
批
評

盤
枇
會
の
種
々
の
條
件
に
制
限
さ
れ
て
、
多
様
な
檬
相
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
前
提
と
し
て
、
F
・
フ
ェ
デ
リ
チ
の
編
著
「
濁
逸
自
由

主
義
ー
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
よ
り
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
に
至
る
政
治
理
念
の

展
開
1
」
を
紹
介
し
て
み
よ
う
と
考
え
る
。

　
二
　
編
著
者
フ
ェ
デ
リ
チ
は
、
そ
の
一
九
四
四
年
に
記
し
た
前
言
と
し
て
、

當
著
の
内
容
、
及
び
構
成
に
つ
い
て
衣
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
「
當
面
す
る
著
述
は
、
濁
逸
自
由
主
義
史
を
完
全
に
厳
述
す
る
の
が
目
的
で

な
く
、
選
集
（
鏡
暮
ぎ
ざ
讐
Φ
）
の
形
態
で
秀
れ
た
、
文
學
的
、
歴
史
的
テ
キ
ス

ト
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
印
ち
、
か
の
政
治
的
思
潮
に
關
連
し
た
所

の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
寧
ろ
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
■
Φ
鮫
窪
畠
に
驕
す
る

と
考
え
ら
れ
る
人
々
の
、
著
述
及
び
そ
の
思
想
を
、
並
列
的
に
提
出
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
そ
れ
が
濁
逸
自
由
主
義
史
に
お
け
る
位
置
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に

よ
つ
て
そ
の
畿
展
史
を
解
明
す
る
の
を
姜
當
と
考
え
る
。
換
言
す
る
と
、
各
々

の
思
想
家
の
本
質
的
立
場
と
、
特
殊
な
問
題
に
つ
い
て
の
解
繹
を
、
章
を
分
つ

て
精
選
し
た
も
の
で
あ
る
。
印
ち
、
そ
の
各
思
想
家
の
存
在
意
義
と
、
並
に
そ

の
O
目
毒
①
詳
を
具
現
せ
ん
と
す
る
試
作
で
あ
る
。
そ
こ
で
讃
者
は
、
そ
の
都

度
如
何
に
個
々
の
思
想
家
が
、
自
ら
主
騰
的
に
澹
つ
た
そ
の
固
有
な
世
界
の
う

ち
に
あ
つ
て
、
且
又
、
彼
ら
を
と
り
ま
く
壌
境
に
お
い
て
、
種
々
の
現
象
形
態

を
如
何
に
評
贋
し
て
い
た
か
を
確
實
に
認
識
し
う
る
も
の
と
考
え
る
。
結
論
と

し
て
一
般
的
な
閃
ざ
算
甥
巳
Φ
を
述
べ
れ
ば
、
全
膿
に
封
し
て
の
、
個
々
の
座

標
（
》
眉
Φ
客
）
を
総
括
的
に
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
」

（
＜
象
巧
自
ε
男
国
）
以
上
の
前
言
に
よ
つ
て
明
瞭
で
あ
る
よ
う
に
、
當
著
は
、

著
者
の
思
索
に
も
と
ず
い
た
、
カ
ン
ト
よ
り
マ
ソ
に
至
る
猫
逸
自
由
主
義
政
治

理
念
の
展
開
の
研
究
で
臆
な
く
、
編
著
者
フ
ェ
デ
リ
チ
の
歴
史
観
に
よ
つ
て
、

六
四

（
三
八
六
）

集
成
さ
れ
た
各
思
想
家
の
「
自
由
主
義
及
び
そ
の
周
邊
」
に
關
す
る
一
種
の

勾
Φ
包
置
磯
ψ
で
あ
る
。

　
三
　
以
上
に
よ
つ
て
、
當
著
の
形
式
に
つ
い
て
略
記
し
た
が
、
次
に
そ
の
内

容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
内
容
及
び
構
成
を
一
括
し
て
學
げ
れ
ば
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

　
ま
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妻
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崔
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営
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●
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山
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冨
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国
●
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α
“
国
●
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o
β

国
0
9
Φ
。
F
』
〈
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員
①
黎
》
〈
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旨
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F
9
≦
●
男
国
罐
Φ
一
矯

弾
ρ
O
善
一
目
讐
F
g
O
ニ
ヨ
目
”
等
の
一
蓮
の
思
想
家
の
著
作
の
う
ち
、
・

各
々
二
、
三
編
の
自
由
主
義
に
關
す
る
論
読
が
掲
載
し
て
あ
る
。
一
例
を
學
げ

れ
ば
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
關
し
て
は
、
「
U
Φ
β
κ
守
①
皆
⑦
客
」
（
思
惟
自
由
）
、
　
ハ
ル

デ
y
ベ
ル
グ
π
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
盟
に
つ
い
て
は
　
「
＜
①
暮
臣
o
算
§
β
覗
k
§
冨

国
議
①
魑
臼
Φ
塁
8
」
（
兵
役
の
義
務
）
、
　
ロ
テ
ヅ
ク
は
　
「
＜
O
議
9
鼠
瞬
①
N
霞

2
響
凶
曾
巴
胡
①
冒
」
（
國
防
に
關
す
る
諸
提
案
）
、
ゲ
ー
レ
ス
で
は
「
孚
Φ
ぎ
Φ
客

α
霧
鼠
Φ
汐
q
目
魑
習
富
箋
冨
騎
」
（
言
論
の
自
由
）
、
へ
1
ゲ
囲
で
は
、
そ
の
敷

編
を
撃
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
作
品
の
提
示
に
家
で
、
編
著
者
は
章
及
び
節
に
分
け
て
、
當
著

に
つ
い
て
の
理
解
に
便
を
與
え
て
い
る
。

　
便
宜
上
、
章
を
當
初
に
掲
げ
て
み
た
い
。

　
㈲
　
閂
お
ぎ
薗
昌
山
9
轟
β
α
oo
o
ゴ
言
国
9
一
（
自
由
貿
易
及
び
保
護
關
税
）

　
㈲
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U
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旨
弩
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畠
　
（
立
憲
政

　
　
治
と
議
會
政
治
）

　
⑧
U
一
Φ
2
①
q
①
距
Φ
影
g
区
9
Φ
匹
一
費
一
鎧
鳥
①
円
一
・
3
霞
巴
⑦
冨

　
　
℃
鷲
8
ざ
P
（
新
時
代
と
諸
自
由
政
裳
の
形
成
）

　
働
　
U
鶏
国
巳
言
爵
薗
琶
覧
（
文
化
闘
雫
：
…
・
筆
者
註
、
プ
・
シ
ヤ
と
・
．
ー

　
　
マ
教
盒
日
闇
門
の
關
岡
雫
）

　
ω
　
田
、
“
目
の
け
く
O
昌
め
流
菖
蝉
弓
o
亦
昌
旨
α
一
出
Φ
娼
曽
胃
一
巴
①
β
（
ビ
ス
マ
ル
ク
公

　
　
と
諸
政
蕪
）
，

　
①
9
Φ
ピ
習
鵯
三
霞
匹
の
目
鷲
。
寄
魯
露
＜
①
馬
9。
ω
璽
暮
槻
＜
8
一
。。
芦

　
　
（
一
八
七
一
年
ビ
ス
マ
ル
ク
憲
法
の
諸
敏
鮎
）

　
㈹
目
①
≦
㊦
ぼ
胃
響
ざ
＜
㊦
匡
緩
の
琶
鯨
（
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
）

　
以
上
が
、
他
の
著
書
の
　
「
本
論
」
の
各
章
に
該
當
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
に
加
え
て
二
九
三
三
年
以
降
の
燭
逸
民
主
思
想
」
（
U
舘
じ
雪
謎
9
①

U
Φ
目
o
貯
弓
簿
試
零
げ
Φ
U
o
昌
閃
Φ
昌
o
o
Φ
詳
一
¢
㊤
o
Q
o
）
と
い
う
一
章
が
》
冨
ご
聾
）
磯
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
あ
る
。

　
次
に
、
各
章
毎
に
ど
の
よ
う
な
思
想
家
の
論
作
を
、
編
著
者
が
選
出
し
た
か

を
紹
介
す
る
の
が
、
順
序
と
考
え
る
。
㈲
自
由
貿
易
と
保
護
關
税
に
於
て
は
、

き
言
・
寄
営
8
、
ω
目
評
F
図
胃
一
。
田
9
霞
筥
き
P
屡
．
・
ζ
馨
を
撃
げ
、
そ

の
う
ち
、
例
・
え
ば
リ
ス
ト
で
は
、
　
「
＜
O
ロ
　
q
①
門
　
2
0
一
薯
Φ
＝
鼠
箇
κ
①
詳
　
傷
O
の

轟
ぎ
轟
一
雪
ω
魯
g
N
ξ
馨
Φ
霧
賊
琴
陛
巨
霞
冒
範
3
噌
寿
薯
貯
下

言
弓
ξ
9
0
津
」
（
手
工
業
企
業
の
移
植
に
關
す
る
國
家
保
護
騰
制
の
必
然
性
に

つ
い
て
）
の
論
作
を
選
び
、
㈲
ご
緩
勢
膏
磯
Φ
U
9
詳
馨
竃
帥
藁
凶
に
お
い
て
は

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

H
・
ハ
イ
ネ
等
の
も
の
を
選
出
し
て
い
る
。
以
下
簡
略
に
述
べ
る
た
め
、
一
括

し
て
前
記
の
記
號
の
も
と
に
、
各
思
想
家
及
び
そ
の
論
説
の
二
、
三
例
を
墨
示

し
て
み
る
。
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図
α
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槻
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國
王
に
野
し
て
の
請
願
書
に
つ
い
て
）
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劇
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寄
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詳
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政
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由
）

　
　
冥
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冨
O
目
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介
と
批
評

　
　
　
O
・
の
霞
①
8
日
9
暮
”
U
一
①
ω
9
急
伽
q
o
巴
W
辞
鵯
周
言
筥
ω

　
　
　
O
・
乙Q
霞
Φ
お
目
餌
＝
冒
“
竃
○
ロ
樽
o
圧
Φ
百
冨
α
菊
Φ
づ
葺
露
爵

「
附
録
」
の
「
U
器
U
Φ
暮
零
ぎ
　
U
Φ
冒
畠
蚕
註
鶉
ぎ
　
∪
①
昌
評
Φ
冒
　
器
詳

ε
O
o
O
o
」
の
章
に
は
、
跨
旨
げ
蔭
門
閃
8
Φ
ロ
ご
需
験
q
〕
目
げ
O
巨
餌
の
窯
魯
ロ
♂
円
ザ
Φ
O
α
曾

気
9
｝
ミ
昌
冨
一
暮
即
9
犀
9
等
の
論
読
〔
例
え
ば
、
マ
ソ
で
は
「
島
Φ
切
畠
①

飢
霞
内
巨
ε
ユ
（
文
化
の
役
割
）
、
リ
ッ
ト
で
は
「
U
霞
O
凄
⇒
畦
①
巨
霞
伽
8

り
器
巴
曽
冨
β
O
Φ
量
ロ
犀
Φ
諾
」
（
民
族
思
想
の
根
本
的
誤
謬
）
、
シ
ュ
タ
イ
ン

ハ
ウ
ゼ
ソ
で
は
「
U
一
①
國
o
一
一
①
鋤
Φ
円
℃
胃
O
b
騨
㎎
騨
ロ
α
⑳
」
（
心
且
億
冊
の
役
割
）
〕
が

選
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
「
將
來
の
豫
見
」
（
田
8
犀
ぎ
島
o
国
9
闘
β
冨
津
）

の
項
に
お
い
て
は
、
前
記
の
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
の
「
自
由
の
革
新
」
等
の
主
張

を
載
せ
て
そ
の
項
を
充
當
し
て
い
る
。
以
上
の
骨
格
を
理
解
す
る
便
と
し
て
、

編
著
者
は
「
人
名
索
引
」
及
び
「
文
献
■
索
引
」
を
掲
載
し
て
お
り
、
そ
の
「
人

名
索
引
」
な
ど
も
實
に
簡
明
な
も
の
で
あ
る
。

　
四
　
次
に
「
序
読
」
に
お
け
る
編
著
者
フ
ェ
デ
リ
チ
の
主
張
は
、
當
著
の
各

内
容
を
知
る
た
め
に
は
是
非
紹
介
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
記
述
す
る
。

、
印
ち
、
掲
逸
自
由
主
義
を
理
解
す
る
た
め
の
各
時
代
的
匠
分
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
想
家
の
思
惟
形
式
、
思
惟
内
容
は
、
濁
逸
自
由
主
義
思
想
叢
展
の
母
胎
と
な

つ
た
、
所
謂
切
90
薯
鵯
自
冒
創
を
理
解
せ
ね
ば
な
ら
ね
と
思
5
。
H
・
」
・
ラ
ス

キ
も
一
九
三
六
年
に
著
し
た
「
自
げ
Φ
即
謎
①
9
国
賛
3
づ
①
餌
β
が
ぎ
霞
包
広
旨
」

に
お
い
て
、
當
初
に
ヨ
ー
・
ヅ
パ
自
由
主
義
一
般
の
政
治
史
的
背
景
を
取
墨
げ

て
い
る
。

　
そ
の
意
昧
よ
り
、
今
か
ら
提
示
す
る
編
著
者
の
「
序
読
」
の
内
容
を
二
一
胃
に

し
て
言
え
ば
、
カ
ン
ト
よ
り
現
代
（
マ
ン
を
以
て
代
表
と
す
る
）
に
至
る
「
猫

逸
自
由
主
義
理
念
」
の
基
盤
肚
會
の
護
展
史
ー
換
言
す
れ
ば
、
各
時
期
の
各

六
六

（
三
八
八
）

々
の
自
由
主
義
的
思
惟
は
、
如
何
な
る
條
件
の
も
と
に
胚
胎
し
、
而
し
て
結
實

し
た
の
で
あ
る
か
、
又
、
そ
の
一
鷹
成
立
し
た
一
個
の
思
想
は
、
如
何
な
る
歴

史
的
事
件
（
勿
論
、
内
在
的
な
も
の
も
外
部
的
な
墜
力
も
、
叉
そ
の
爾
者
の
葛

藤
も
含
め
て
）
に
よ
つ
て
改
墜
し
、
展
開
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
ー
そ
の
基
盤

融
會
の
攣
遽
史
で
あ
る
。

　
然
し
、
編
著
者
の
「
序
読
」
の
内
容
を
、
全
て
紹
介
す
る
事
は
不
可
能
で
あ

る
し
、
又
そ
の
必
要
も
認
め
ぬ
故
に
、
當
著
を
理
解
す
る
上
に
、
特
に
編
著
者

フ
ェ
デ
リ
チ
の
力
説
せ
る
黙
、
及
び
筆
者
が
一
讃
者
と
し
て
興
昧
を
抱
い
た
馳

等
を
、
成
可
く
編
著
者
の
言
葉
並
に
思
想
を
忠
實
に
辿
る
こ
と
に
よ
つ
て
提
示

し
た
い
と
考
え
る
。
然
し
、
そ
れ
は
直
謂
で
な
く
、
筆
者
の
與
え
ら
れ
た
印
象

ー
言
わ
ば
讃
後
感
ー
を
中
心
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
も
考
え
る
。

　
「
自
由
の
概
念
に
つ
い
て
の
明
瞭
な
概
念
規
定
は
、
實
に
最
近
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
は
漸
く
、
百
年
程
以
前
か
ら
の
努
力
に
よ
つ
て
形
成
せ
ら
れ
て
き
た

の
で
あ
つ
て
、
各
々
の
思
想
家
の
新
し
い
観
察
黙
（
匹
一
畠
要
巳
容
）
は
種
々

多
様
な
葛
藤
、
及
び
雫
闘
の
結
果
に
よ
つ
て
、
始
め
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
獲
展
の
歴
史
は
、
吾
人
の
文
化
形
成
の
歴
史
と
い
う
か
、
或
は
叉
、

人
間
に
つ
い
て
の
近
代
的
理
解
の
護
展
（
我
の
自
畳
卑
、
筆
者
註
）
を
記
述
す

る
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
超
世
聞
的
世
界
（
中
世
肚
會
の
意
…
筆
者
註
）

か
ら
腕
却
し
た
近
代
就
會
に
つ
い
て
述
べ
る
事
で
も
あ
る
。
そ
の
偉
大
な
最
初

の
墜
革
は
、
ル
ネ
ヅ
サ
ン
ス
で
あ
り
、
第
二
は
、
リ
ホ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

第
三
段
階
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
構
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
説
く
所
の

自
由
主
義
と
は
政
治
的
思
惟
と
し
て
の
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
以
外
の
何
者
で

も
な
い
。
濁
逸
に
お
け
る
自
由
主
義
を
、
他
國
の
よ
う
な
政
豊
と
し
て
の
自
由

主
義
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）
と
し
て
考
え
る
の
で
な
く
、
そ
れ
を
観
察
す
る
時
に



二
脈
の
く
曾
鼠
蔑
霞
を
考
え
て
み
た
い
。
一
一
つ
は
、
哲
學
的
で
あ
り
、
一
つ

は
政
治
的
、
歴
史
的
自
由
主
義
で
あ
る
。
最
初
の
哲
學
的
な
も
の
は
、
カ
ン
ト

の
鏡
暮
書
o
韓
ざ
に
つ
い
て
の
解
羅
、
及
び
そ
の
Ω
Φ
器
9
9p
広
卜
暮
3
0
ヨ
5

と
道
徳
と
の
魑
別
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
、
加
①
≦
Φ
㎎
瞬
籍
忌
（
動

機
）
に
よ
る
行
動
ー
そ
の
行
動
檬
式
を
法
に
適
合
す
る
こ
と
、
印
ち
、

『
Φ
碗
毘
凶
鼠
け
で
あ
る
。
第
二
の
概
念
は
、
濁
逸
固
有
な
も
の
も
あ
る
事
は
、
否

定
し
え
な
い
が
、
猫
逸
以
外
の
國
家
－
印
ち
、
佛
蘭
西
等
か
ら
轄
化
移
植
さ

れ
た
理
念
に
よ
つ
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
政
治
的
自
由
の
概
念
も
、
凋

逸
博
來
の
思
想
の
う
ち
に
、
そ
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
け
れ
ど
、

然
し
、
そ
れ
は
通
常
理
解
す
る
よ
う
な
政
治
的
自
由
の
理
念
と
は
構
し
難
い
。

　
寧
ろ
、
そ
の
傳
來
の
存
在
は
寄
Φ
浮
①
客
窪
と
繕
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て

で
あ
つ
て
、
そ
の
よ
う
な
意
昧
で
の
も
の
は
、
一
定
の
階
級
の
意
識
の
う
ち
か
、

或
は
個
々
人
の
特
灌
（
＜
o
崔
9
辟
）
に
蹄
屡
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
自
由
は
從
來
三
つ
の
立
場
に
よ
つ
て
保
持
さ
れ
、
纏
承
さ

れ
て
來
た
。
三
者
と
は
、
貴
族
階
級
、
檜
侶
階
級
（
Q
①
冨
島
9
落
詳
）
及
び

第
三
階
級
で
あ
る
。
」
（
序
読
＋
三
頁
）
以
上
に
お
い
て
、
濁
逸
自
由
主
義
の
系

譜
を
、
筆
者
の
學
び
得
た
範
園
で
圖
示
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
と
考
え

る
Q　　　自

　　　由
　　　主
　　　義

雛鷲
曽的　芭的
　i　　　l
｛　　　　｛
　政　　　歴哲
　治　　　史學
　的　　　的的

厘讐＼／
　　　　　1

こ
の
所
謂
「
濁
速
的
政
治
的
自
由
主
義
の
理
念
」

　
　
　
紹
介
と
批
評

に
つ
い
て
、
フ
ェ
デ
リ
チ

は
、
更
に
そ
の
成
立
の
背
景
を
究
明
す
る
。
　
「
統
一
化
せ
ら
れ
た
國
罠
と
主
権

の
O
一
Φ
一
魯
o
。
8
一
ざ
昌
の
（
同
位
性
或
は
同
等
性
）
に
よ
つ
て
、
新
し
い
自
由
の

概
念
が
準
備
せ
ら
れ
た
。
邸
ち
、
佛
蘭
西
か
ら
韓
化
せ
ら
れ
た
自
由
主
義
理
念

の
影
響
の
も
と
に
、
政
治
的
自
由
の
課
題
が
、
更
に
彊
く
登
場
し
て
來
た
の
で

あ
る
。
部
ち
、
各
個
人
の
政
治
的
顯
現
的
自
由
、
換
言
す
れ
ば
、
絶
封
主
義
期

の
近
代
國
家
に
お
け
る
「
自
由
概
念
」
の
確
立
で
あ
る
。
こ
れ
は
叉
、
イ
ェ
リ

ネ
ヅ
ク
の
説
く
『
．
晒
緯
ψ
Φ
営
Φ
の
Φ
ぎ
馨
げ
Φ
周
Φ
o
算
蒔
一
①
葺
冒
傷
飢
鶴
げ
霞
po
雌
息
】

〈
g
ぎ
g
（
鼠
臼
ω
冨
碧
）
彗
讐
Φ
良
Φ
暮
Φ
乱
①
の
鐸
一
憲
6
d
包

お
魯
蔑
9
0
9
霧
Φ
．
．
』
（
9
器
一
一
誉
Φ
F
》
凝
σ
旨
Φ
ぼ
Φ
弊
舞
邑
Φ
再
①
｝

一
8
㎝
幹
o
o
一
〇
〇
）
と
し
て
の
概
念
で
も
あ
る
。
こ
の
自
由
の
理
念
の
登
場
は
、
そ

の
裏
面
に
蓋
い
て
、
市
民
が
國
家
か
ら
職
い
に
よ
つ
て
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
竃
曽
解
》
e
臼
の
稔
す
る
閂
門
Φ
旨
①
詳
＜
o
b
O
Q
6
9

0
ε
o
δ
　
の
観
念
と
同
一
の
意

と
考
え
ら
れ
る
…
筆
者
註
）
こ
の
自
由
概
念
は
、
自
然
法
及
び
契
約
理
論
の
媒

騰
に
よ
つ
て
具
現
化
さ
れ
、
且
つ
そ
の
存
立
を
保
讃
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
前

述
し
た
よ
う
に
英
國
的
或
は
佛
國
的
イ
デ
オ
・
ギ
ー
と
、
炉
、
の
蓮
用
の
實
際
面

に
よ
つ
て
、
誘
導
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
序
説
一
四
頁
）
更
に
、
フ
ェ
デ

リ
チ
は
、
カ
ン
ト
と
ル
ソ
ー
の
交
流
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
。
ハ
リ
行
、
モ
ン
テ
ス
キ

ュ
ー
等
の
政
治
理
論
に
よ
る
聞
接
的
影
響
を
述
べ
、
こ
れ
ら
に
よ
つ
て
、
英
國

酌
政
治
生
活
の
前
提
と
欝
①
一
Φ
詳
が
、
猫
逸
的
地
盤
に
投
影
せ
ら
れ
た
こ
と

を
論
ず
る
。
更
に
、
フ
ェ
デ
リ
チ
は
、
他
の
角
度
か
ら
も
多
角
的
に
「
理
念
と

し
て
の
猫
逸
自
由
主
義
」
の
形
成
を
論
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
て
、

次
の
段
階
に
入
り
た
い
。

　
家
の
問
題
は
、
所
謂
「
メ
ヅ
テ
ル
ニ
ヅ
ヒ
騰
制
期
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一

八
一
四
年
九
月
よ
り
翌
一
五
年
六
月
迄
の
「
ウ
イ
ー
ン
會
議
」
は
、
當
時
、
萌

六
七

（
三
八
九
）

「
濁
逸
的
政
治
的
自
由
主
義
」



紹
介
と
批
評

芽
期
に
あ
つ
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
蓮
動
ー
政
治
的
自
由
主
義
の
稜
現
形
態
ー

に
封
す
る
抑
墜
作
用
を
、
そ
の
原
則
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
プ
・
シ
ヤ
、
イ
タ

リ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
は
、
秘
密
結
肚
に
よ
る
潜
行

蓮
動
の
開
始
を
鹸
儀
な
く
さ
れ
た
。
即
ち
「
ウ
イ
ー
ン
會
議
の
こ
の
原
則
及
び

方
法
は
、
濁
逸
及
び
他
の
諸
國
民
の
期
待
を
失
望
せ
し
め
た
と
い
う
こ
と
に
よ

つ
て
、
そ
れ
は
猫
逸
に
お
け
る
政
治
的
生
活
に
、
百
年
以
上
の
長
期
聞
、
二
つ

の
テ
ー
マ
を
附
與
し
た
。
印
ち
、
自
由
と
統
一
で
あ
る
。
」
（
序
説
一
六
頁
）
こ

こ
に
於
て
、
形
成
途
上
に
あ
つ
た
℃
o
＝
鉱
馨
ざ
寄
£
冨
客
は
新
局
面
に
遭

遇
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
局
面
打
開
に
つ
い
て
の
論
は
、
今
暫
く
措
く
と
し
て
、

こ
の
メ
ヅ
テ
ル
ニ
ッ
ヒ
膣
制
下
の
政
治
思
潮
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
戦
後
の

一
般
人
心
は
、
歴
史
上
、
法
則
化
さ
れ
た
よ
う
に
明
瞭
で
あ
る
所
の
保
守
的
雰

園
氣
を
醸
成
し
、
所
謂
、
ロ
ー
マ
ソ
チ
シ
ズ
ム
蓮
動
が
興
起
し
て
く
る
。
そ
の

文
藝
的
蓮
動
と
共
に
、
教
會
灌
の
璽
重
が
麦
配
化
し
、
君
主
紳
灌
読
が
支
配
的

な
鳴
○
暮
ざ
巴
霞
ぎ
9
営
Φ
と
な
り
、
へ
ー
ゲ
ル
國
家
観
の
現
出
に
至
る
の
で

あ
る
。
以
上
の
状
態
の
解
明
の
た
め
、
フ
ェ
デ
リ
チ
は
、
更
に
そ
の
歴
史
的
事

實
を
考
究
す
る
。
　
「
ウ
イ
ー
ン
會
議
に
よ
つ
て
、
濁
逸
は
三
二
邦
國
に
分
立

し
、
そ
れ
ら
の
集
合
と
し
て
U
Φ
暮
曽
げ
R
，
団
鐸
邑
が
結
成
さ
れ
、
閃
暮
3
甲

く
霞
駕
5
目
言
p
の
が
設
置
さ
れ
た
が
、
各
邦
國
の
分
立
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

及
び
プ
・
シ
ヤ
の
保
守
的
絶
封
主
義
の
制
約
に
よ
つ
工
猫
逸
統
一
は
、
架
室

の
夢
に
過
ぎ
ず
、
當
時
の
麦
配
的
理
念
は
、
『
雪
響
岳
名
o
』
ー
（
現
状
維

持
）
1
で
あ
つ
た
。
こ
の
保
守
色
濃
厚
な
猫
逸
に
於
て
、
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
は
、

必
然
的
に
職
闘
的
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
即
ち
、
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
封

し
て
の
民
族
解
放
の
蓮
動
は
、
内
部
鱒
換
を
鹸
儀
な
く
さ
れ
、
自
國
の
絶
封
主

義
的
君
主
に
そ
の
方
向
が
む
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
當
時
の
こ
の

六
八

（
三
九
〇
）

蓮
動
の
摩
凝
霞
は
イ
ソ
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
及
び
第
三
階
級
で
あ
つ
た
が
、
そ

の
組
織
的
形
態
は
濁
逸
大
學
生
の
「
劇
畦
蓉
ぎ
霧
魯
畦
ε
及
び
口
●
＝
Φ
貯
P

ダ
閃
α
嘗
Φ
等
の
噛
9
昌
鮫
Φ
U
Φ
暮
駕
巨
9
ロ
α
で
あ
つ
た
。
」
（
序
読
一
七
頁
）

と
、
フ
ェ
デ
リ
チ
は
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
當
時
の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
代
表
者

と
目
さ
れ
る
菊
9
8
爵
の
言
葉
「
私
魯
零
旨
＝
害
霞
国
お
一
げ
Φ
詳
9
昌
Φ

国
汐
冨
詳
巴
砂
国
ぎ
ゲ
Φ
詳
o
目
Φ
閂
お
曽
Φ
詳
、
．
（
余
は
、
自
由
な
き
統
一
よ

り
も
統
一
な
き
『
自
由
』
を
渇
望
す
る
。
）
」
　
（
序
説
二
一
頁
）
を
載
せ
て
、
當

時
の
批
會
的
状
態
－
就
中
自
由
主
義
者
の
状
態
を
輩
的
に
示
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
状
態
に
關
し
て
は
、
同
じ
・
テ
ヅ
ク
の
「
立
憲
主
義
の
フ
ラ
ソ
ス
と
絶

封
主
義
の
ド
イ
ッ
と
が
職
え
ば
、
全
自
由
主
義
者
は
フ
ラ
ン
ス
に
與
す
る
で
あ

ろ
う
」
　
（
小
松
春
雄
著
　
概
読
近
代
歌
洲
政
治
杜
會
史
一
〇
二
頁
滲
照
）
と
の

言
葉
に
よ
つ
て
も
、
覗
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
更
に
、
他
の
観
黙
か
ら
も
フ
ェ
デ
リ
チ
は
論
述
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
は
省
略
し
て
、
次
の
國
Φ
魯
鼠
の
9
暮
の
問
題
に
つ
い
て
の
、
フ
ェ
デ
リ

チ
の
見
解
を
垣
間
見
て
み
よ
5
。

　
「
從
來
、
政
治
的
自
由
の
課
題
を
、
市
民
の
國
家
に
封
す
る
箏
闘
の
観
馳
に

よ
つ
て
論
じ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
一
八
四
〇
年
を
契
機
と
し
て
の
統
一
濁
逸

の
欲
求
は
、
國
防
的
立
場
及
び
国
穿
槻
巽
の
爾
面
よ
り
起
つ
て
來
た
。
而
し

て
、
そ
の
統
一
獅
逸
國
家
に
つ
い
て
は
団
穿
㎎
霞
の
意
識
の
う
ち
に
、
國
家

活
動
に
限
界
を
加
え
ん
と
す
る
動
向
が
顯
著
と
な
り
、
1
換
言
す
れ
ば
、
國

家
の
活
動
檬
式
を
固
定
化
、
制
限
化
し
て
、
又
反
面
に
お
い
て
は
個
人
の
公
的

生
活
（
政
治
滲
與
…
筆
者
註
）
に
封
す
る
關
與
の
方
法
の
可
能
性
を
、
招
來
し

て
來
た
の
で
あ
る
。
こ
の
内
容
を
保
有
し
、
そ
れ
を
形
式
化
し
た
國
家
－
邸

ち
、
法
治
國
家
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
」
（
序
説
一
八
頁
ー
一
九
頁
）
と
法
治
國



家
の
成
立
に
關
し
て
、
そ
れ
を
濁
逸
自
由
主
義
理
念
の
稜
展
の
観
鮎
よ
り
論
ず

る
。
そ
の
後
一
八
七
一
年
の
統
一
濁
逸
の
諸
事
情
、
ロ
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
會
の
法

王
至
上
主
義
（
9
訂
薗
琶
9
富
昌
謎
目
琶
）
及
び
こ
れ
に
封
す
る
ピ
ス
マ
ル
ク
の

教
會
匪
迫
（
所
謂
国
巳
9
同
国
帥
ヨ
鳳
）
、
一
八
八
四
年
の
ご
一
①
U
Φ
麟
鍍
魯
Φ

監
ぎ
轟
ざ
勺
胃
3
一
の
成
立
等
旺
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
省

略
し
た
い
。
以
下
第
一
次
世
界
大
職
及
び
ワ
イ
マ
！
ル
憲
法
下
の
濁
逸
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
諸
問
題
、
そ
こ
に
お
け
る
ウ
ェ
し
ハ
ー
（
冒
貰
毛
や
ぴ
霞
）
等
の
，

見
解
も
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
併
せ
て
他
の
機
會
に
譲
り
、
フ
ェ
デ
リ
チ

の
ナ
チ
ス
観
を
最
後
に
紹
介
し
よ
う
と
考
え
る
。

　
「
ナ
チ
ス
篠
左
派
勢
力
に
封
抗
し
て
生
じ
た
所
の
も
の
で
あ
る
。
租
國
の

没
落
に
よ
つ
て
増
大
化
し
、
租
國
を
不
幸
に
再
び
陥
し
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
O
Φ
獣
往
の
権
化
と
し
て
職
い
、
最
後
に
猫
裁
者
に
よ
つ
て
堕
落
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
濁
裁
者
は
、
國
民
に
よ
つ
て
創
造
さ
れ
、
固
く
擁
護
さ
れ
、
そ

の
濁
裁
者
は
反
面
に
お
い
て
、
そ
の
敵
封
者
の
全
て
の
見
解
を
歪
め
、
民
族
共

同
騰
の
名
に
お
い
て
國
民
主
罐
を
攣
更
し
、
そ
の
民
族
共
同
騰
の
理
念
を
極
端

な
偶
像
に
祭
り
上
げ
、
且
又
、
他
國
民
の
祭
壇
（
》
詳
胃
）
迄
も
犠
牲
に
供
し
、

そ
し
て
濁
逸
國
昆
自
騰
を
無
思
慮
な
實
験
に
供
し
、
指
導
灌
掌
握
者
の
・
ー
マ

ソ
チ
ヅ
〃
な
ト
ラ
ギ
ジ
シ
ュ
な
夢
を
實
現
し
、
＄
暮
8
嵐
魯
な
精
瀞
を
夢
み

た
所
の
も
の
で
あ
る
。
」
（
序
説
二
九
頁
）

　
以
上
に
よ
つ
て
、
編
著
者
フ
ェ
デ
リ
チ
の
序
読
に
お
け
る
主
張
の
、
極
め
て

一
部
を
生
硬
乍
ら
紹
介
し
て
み
た
が
、
最
後
に
、
筆
者
の
讃
後
感
、
及
び
當
著

の
構
成
に
關
し
て
の
私
見
を
披
歴
し
て
み
た
い
。

　
五
　
濁
逸
自
由
主
義
に
關
し
て
は
、
前
記
小
松
氏
の
著
（
三
〇
二
頁
参
照
）

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
邦
語
文
献
”
大
類
伸
著
「
列
強
現
勢
史
・

紹
介
と
批
評

ド
イ
ッ
」
及
び
岡
義
武
著
「
濁
逸
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
悲
劇
」
を
小
松
氏
は
學

げ
て
い
る
旺
は
敷
が
僅
少
で
あ
る
。
又
、
『
外
國
圖
書
に
お
い
て
も
、
筆
者
の
淺

學
さ
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
理
念
及
び
稜
展
史
の
読
か
れ
て
い
る
も
の
も
そ

う
多
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
の
意
昧
で
も
、
當
著
の
企
書
は
、
後
學
の
も
の

に
と
つ
て
貴
重
な
存
在
と
考
え
る
。
．
又
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
、
各
時
代
匠
分

に
、
そ
れ
ぞ
れ
適
合
し
た
思
想
家
の
論
読
を
設
け
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
背
景

を
、
編
著
者
が
「
序
説
」
と
し
て
記
述
し
た
試
み
は
、
斯
學
を
志
向
す
る
も
の

に
と
つ
て
参
考
文
献
と
し
て
有
難
い
と
考
え
る
。

　
し
か
し
て
、
「
序
読
」
に
お
け
る
編
著
者
の
論
述
は
、
濁
逸
自
由
主
義
理
念
の

形
成
、
及
び
濁
逸
自
由
主
義
を
育
成
し
た
母
胎
の
墜
遷
を
、
簡
に
し
て
要
な
筆

致
で
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
各
思
想
家
の
立
場
も
、
序

読
を
一
讃
す
れ
ば
、
一
鷹
の
知
識
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
。
叉
、
紹
介
し
得
な

か
つ
た
最
後
の
ト
μ
げ
讐
磯
は
、
最
近
世
（
一
九
三
三
年
以
降
）
の
猫
逸
自
由

主
義
に
つ
い
て
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
を
も
含
め
て
、
極
め
て
そ
の
螢
作
は
許

贋
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
然
し
、
フ
ェ
デ
リ
チ
も
「
ナ
チ
ス
観
」
に
お
い

て
は
冷
静
な
る
科
學
者
の
態
度
を
と
つ
て
お
ら
ぬ
よ
う
に
考
え
る
。
、
印
ち
、
さ

き
に
紹
介
し
た
見
解
は
、
ナ
チ
ス
の
蓮
動
、
及
び
そ
の
短
所
を
追
求
す
る
に
鏡

く
し
て
、
何
故
、
ナ
チ
ス
が
あ
の
よ
う
な
蓮
動
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
か
、

と
い
う
疑
問
に
答
え
て
い
な
い
と
思
う
。
筆
者
は
、
ナ
チ
ス
蓮
動
も
、
そ
れ
を

成
立
せ
し
め
た
ワ
イ
マ
ー
ル
騰
制
、
及
び
濁
逸
自
由
主
義
の
盲
馳
に
、
ナ
チ
ス

蓮
動
の
實
態
を
把
握
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
當
著
は
、
濁
逸
自
由
主
義
一
般
の
研
究
に
關
し
て
、
そ
の
存
在
は
高

く
評
償
さ
れ
て
良
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
多
田
眞
鋤
）

六
九

（
三
九
叫
）


